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全地域に共通する変更点と

5地域別の変更点について
お知らせします。
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収
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・
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●収集回数の変更

　びん　　　　　週１回　→　月１回（第１水曜日）
　缶・金物類　　週１回　→　月１回（第２木曜日）
　ペットボトル　週１回　→　月１回（第４木曜日）
　粗大ごみ　　　年３回　→　年２回（６/24・11/11）

●入れるものの変更

　缶　　　　　  「もえないごみ・資源物指定袋」  →　ネット収集
　※金物類は今までどおり「もえないごみ・資源物指定袋」です。
　ペットボトル  「もえないごみ・資源物指定袋」  →　ネット収集
　蛍光管　　　  「もえないごみ・資源物指定袋」  →　コンテナ
　衣類・布類    「透明なビニール袋」   →    「もえないごみ・資源物指定袋」

●名称変更

　埋め立てごみ　→  「ガラス・陶器類・灰」

●もえるごみなど収集の曜日

有明・北穂高地区

　もえるごみ（月・金）→（火・金）
　プラスチック製容器包装（水）→（木）

穂高・柏原・牧地区

　もえるごみ（月・金）→（月・木）
　プラスチック製容器包装（水）→（火）

●缶類
　「もえないごみ・資源物指定袋」による収
　集から「ネット」での収集になります。
●蛍光灯　
　ケースに入れたまま出せるようになります。

※もえないごみ、その他の資源物も変わります。
　詳しくは３月発行のカレンダーでご確認ください。

缶などの資源物収集が月１回に。その他大幅な変更があります。

もえるごみの収集日が変わります。穂高

三郷

●アルミ缶・スチール缶
　「缶」として分けずに一緒に出せます。取れてしま
　った缶のフタも一緒に出せます。

●白色発泡スチロール
　「プラスチック製容器包装」で出してください。

４月から
ごみの出し方が

変わります
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資源物の出し方が変わります。豊科

　穂高地域は、市内で一番人口の多い地域です。このため現
在は、月曜日・金曜日に「もえるごみ」が穂高クリーンセン
ターへ集中して運ばれ、極端に処理量が多くなっています。
収集日を市内の他地域と同様に「月曜日・木曜日」地区と「火
曜日・金曜日」地区に変更することで「もえるごみ」処理量
の平準化を図ります。

42月号広報

4つの
共通する変更点

5地域別の
変更点

なぜ「もえるごみ」の収集日が変わるのですか？

三郷の缶、ペットボトルの回収ネット

穂高の缶の回収ネット


